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平成２３年６月１６日　府中第三中学校校内研修会資料　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　言語活動の充実を通して　生徒一人一人に学ぶ喜びと意欲をもたせ主体的に学習する力を身に付ける


　








○基礎学力の定着　　○既習事項を活用する力　　○場に応じた言動　　○自分の考えを人前で表したり伝えたりする力


　　　　　　　　　　　　◎感想を書く段階においては、自分の気持ちや考えを豊かに表現することができる。








①新学習指導要領に示された各教科における言語活動についての正しい理解　　　


②発達段階に応じた指導方法についての共通理解　　　　③各教科で単元ごとに取り組む言語活動についての年間指導計画の作成　　　　　


④思考力・判断力・表現力を育てるための授業展開・指導方法についての理解・工夫　　⑤研究授業を通した検証（６月、９月、１月）　　　　　


⑥生徒の変容状況を把握するための評価方法の工夫　　　⑦授業改善推進プランへの記載











　　　　　　





生徒の現状





研究に対する共通理解（教師が取り組むべき内容）











①基礎的・基本的な学力を身に付け、既習事項を活用して、物事を考えることのできる生徒


②既習事項や体験したことを活用して、感じ取ったことを表現することができる生徒


③事実を正確に理解し相手に伝えることのできる生徒


④自分自身を大切にするとともに、様々な人の立場に立って考えた言動をすることができる生徒


⑤情報を分析・評価し、論述できる生徒


⑥課題解決に向けて、予測、構想、実践、評価することができる生徒


⑦互いの思いを適切に伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させることができる生徒








国語……話すこと、書くこと、聞くこと、読むことのそれぞれに、記録、要約、説明、論述などを重視した指導。


　社会……社会的事象の意味、意義を解釈する学習や事象の特色や事象間の関連を説明する学習などを重視した指導。


数学……数学的な表現を用いて、根拠を明らかにし筋道を立てて説明し、話し合うといった数学的な活動を充実させた指導


理科……問題を見いだし観察することや実験を計画する学習活動、観察、実験の結果を分析し解釈する学習活動、科学的な概念を使用したり考えたり、説明したりするなどの学習活動を充実させた指導。


英語……指導する語の総数を１２００語程度とする。発音と綴りを関連づけた指導を実施する。文法の指導は、言語活動と関連づけた指導を実施し日本語との違いに留意した指導の実施。


音楽……音楽を形作っている要素や構造と曲想とのかかわりを理解して聴き、根拠をもって批評するなどして、音楽のよさやうつくしさを味わうことを重視した指導。


美術……造形的なよさや美しさ、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫、目的や機能との調和のとれ洗練された美しさなどを批評し合うなどして、説明したりするなどの学習活動を充実させた指導。


保健体育……課題を解決するための方法を考えたり、作戦などについての話し合いに参加したり、貢献しようとする活動を重視した指導。


技術・家庭……衣食住やものづくりなどに関する実習等の結果を整理し、考察する学習活動や生活における課題を解決するための言葉や図表、概念などを用いて考えたり、説明したりするなどの学習活動を充実させた指導。


特別活動・学校行事……課題解決に向けた話し合い活動、作品展での鑑賞、合唱を通した表現力、生徒会活動・ボランテイア活動による伝え


る力等を重視した指導








　





　　　　　　　　　　


■語彙力の育成　　


○敬語、丁寧語等の適切な活用力の育成　　　○場に応じた適切な言葉遣いができる力の育成　　


○相手の立場に立った言葉遣いができる力の育成　


■表現力の育成　　


○自分の思いを文章や言葉を使って表現することのできる力の育成　　○漢字力の育成　○英単語力


○人前で自信をもって自分の考えを発表することのできる力の育成　　


■思考力・判断力　


○主体的に考える力の育成　　　○人の意見や考え方を聞いて判断する力の育成








身に付けさせたい力と目指す生徒象





研究の進め方





　　　　言語活動の充実を目指すことで高まる力


○言語活動を通して語彙力の向上と言語環境を整備することで、表現力が高まる。


○読み取る力の向上を通して心情理解が深まるとともに、内容を理解する力が高まる。


○生徒の表現力やコミュニケーション能力が高まることで、学校生活や授業等が活性化するとともに、人間関係力が向上する。


○言語力の向上により、話すことや表現することに自信をもち話しあい活動や学級活動が活性化する。


○表現力、コミュニケーション力が向上することで、自立心や向上心が高まる。


○適切な言語環境や語彙力・表現力の向上により、互いを認め合うようになるとともに、自己有用感を育み、意欲や主体性が高まる。





言語活動と授業改善
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生徒と教師が学習活動や日常生活を通して実感できることが成果として大切である（各教科や学級活動等で検証する）


■場に応じた適切な言葉遣いができる　■主体的にコミュニケーションをとることができる　■豊かな表現ができる　■文章を書くことができる


○筋道を立てて考えられる　○物事をじっくり考えられる　○恥ずかしがらずに発表できる　　○話し合い活動をためらわずに取り組むことができる


○自分の考えを恥ずかしがらずに伝えたり発表したりできる　　　○筋道を立てて説明することができる　　○自分の考えを様々な型で表現できる

















成果の検証方法








日常的な指導　
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学校教育活動全体での取り組み











各教科等における取り組み








各教科・特別活動等








